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市
が
所
有
す
る
公
の
施

設
の
管
理
を
、
民
間
を
含

め
た
管
理
者
を
指
定
し
て
運
営

す
る
と
い
う
「
指
定
管
理
者
制

度
」
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
直

営
か
指
定
管
理
者
か
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。
ま
た
こ
の
制
度

の
目
的
は
民
間
の
能
力
を
活
用

し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と

で
あ
る
が
、
現
状
を
ど
う
評
価

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
。

（
市
長
）
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
設
置
目
的
、
性
格
を

総
合
的
に
検
証
し
て
、
利
用
す

る
市
民
の
側
に
立
っ
て
見
る
こ

と
を
基
本
に
検
討
。
こ
の
制
度

は
ま
だ
、
未
熟
な
点
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
ま
た
制
度
の
趣
旨
が

十
分
に
生
か
せ
る
状
況
に
な
い

こ
と
も
十
分
考
慮
し
て
選
別

し
、
今
後
導
入
の
検
討
を
積
極

的
に
続
け
、
初
期
の
目
的
が
達

成
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

（
総
務
部
長
）
今
回
は
、

現
在
の
管
理
委
託
先
を
中

心
に
し
て
、
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
を
図
り
つ
つ
、
今
後
地
域

の
団
体
に
担
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
制
度
の
改
善
は
指

定
期
間
で
あ
る
３
年
後
に

行
う
の
か
。
ま
た
こ
の
制
度
の

大
き
な
目
的
に
経
費
の
削
減
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
か
。

（
総
務
部
長
）
３
年
間
こ

の
ま
ま
で
と
い
う
の
で
は

な
く
、
毎
年
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え

て
い
く
。
経
費
の
削
減
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
意
識
改
革
を
促

す
研
修
等
を
進
め
て
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
。

管
理
者
と
し
て
指
定
し

た
民
間
企
業
に
行
政
職
員

を
二
、
三
年
派
遣
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
民
間

感
覚
の
習
得
、職
員
数
の
削
減
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
等
が
行
政

改
革
に
な
り
、
こ
の
制
度
の
趣

旨
、
目
的
に
合
致
す
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

（
市
長
）
職
員
の
資
質
向

上
の
た
め
に
民
間
に
派
遣

し
て
民
間
感
覚
の
優
れ
た
と
こ

ろ
を
行
政
に
生
か
し
て
い
く
と

い
う
機
会
を
積
極
的
に
と
ら
え

て
ご
提
言
を
前
向
き
に
受
け
止

め
て
い
き
た
い
。

国
民
保
護
法
に
よ
る

国
民
保
護
計
画
作
成
の

現
状
と
今
後
は

国
民
保
護
法
に
よ
り
安

曇
野
市
国
民
保
護
計
画
を

18
年
度
中
に
作
成
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
安
曇
野
市
国
民
保
護
協
議

会
が
諮
問
機
関
と
し
て
、
さ
ら

に
そ
の
た
め
に
は
２
つ
の
条
例

が
必
要
で
あ
る
。
安
曇
野
市
と

し
て
の
基
本
的
考
え
と
、
今
後

の
予
定
は
。

（
市
長
）
住
民
の
身
の
安

全
と
い
う
共
通
し
た
部
分

で
地
域
防
災
計
画
と
あ
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
。
長
野
県
の
国

民
保
護
計
画
に
基
づ
い
て
、
18

年
度
中
に
安
曇
野
市
に
お
い
て

２
つ
の
条
例
制
定
、
安
曇
野
市

国
民
保
護
協
議
会
の
設
立
、
国

民
保
護
計
画
の
策
定
を
行
う
予

定
。（

総
務
部
長
）
６
月
議
会

に
上
程
を
予
定
し
、
な
る

べ
く
早
急
に
立
ち
上
げ
に
向
け

て
の
準
備
に
入
り
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
今
後
の
方
向
は
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本
年
４
月
施
行
の
障
害

者
自
立
支
援
法
に
つ
い

て
、
10
月
制
度
実
施
へ
向
け
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

ま
た
、
認
定
審
査
会
の
持
ち
方

は
。（

健
康
福
祉
部
長
）
４
月

か
ら
変
更
と
な
る
利
用
者

負
担
等
に
つ
い
て
説
明
会
の
実

施
や
通
知
の
発
送
を
し
て
い

る
。
障
害
区
分
の
認
定
は
、
２

次
判
定
は
松
本
広
域
連
合
で
行

い
、
６
月
頃
か
ら
認
定
に
係
る

作
業
を
進
め
る
。

近
年
、
新
潟
県
中
越
地

震
等
の
大
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
特
に
安
曇
野
市
は
糸

魚
川
静
岡
構
造
線
上
に
あ
っ
て

近
い
将
来
に
お
け
る
大
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
の
調
査

報
告
も
あ
り
、
そ
の
対
策
が
急

務
と
考
え
る
。
阪
神
淡
路
大
災

害
で
は
、
死
亡
者
の
８
割
強
が

住
宅
・
建
築
物
の
破
壊
等
に
よ

る
圧
迫
死
で
、
そ
の
９
割
が
古

い
木
造
住
宅
で
あ
っ
た
と
の
報

告
が
あ
る
。
市
で
は
木
造
住
宅

の
耐
震
化
促
進
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
昭
和

56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
一
戸
建
て
で
在
来
工
法
の

木
造
住
宅
を
対
象
に
、
県
の

「
す
ま
い
の
安
全
と
う
か
い
防

止
対
策
事
業
」
を
受
け
て
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
最
初
に
簡
易
診

断
を
行
い
、
補
強
工
事
が
必
要

だ
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い

て
は
、
希
望
に
よ
り
精
密
診
断

を
実
施
す
る
も
の
で
、
無
料
で

診
断
を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

診
断
の
結
果
、
危
険
と
診
断
さ

れ
補
強
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

工
事
費
の
２
分
の
１
、
60
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
、
県
と

市
で
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
。

18
年
度
よ
り
市
内
全
地
域
で
実

施
す
る
も
の
で
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
制
度
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

耐
震
補
強
工
事
の
自
己

資
金
に
つ
い
て
「
耐
震
化

資
金
あ
っ
せ
ん
融
資
制
度
」
の

創
設
を
提
案
し
た
い
。
市
が
金

融
機
関
に
資
金
を
預
託
し
、
利

用
者
が
金
融
機
関
を
通
じ
て
低

金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
制

度
を
、
耐
震
改
修
の
推
進
の
柱

と
し
て
は
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
提
案

の
融
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
県
の
動
向
等
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
発
生
を
想
定
し
、

危
機
管
理
室
が
中
心
と
な

っ
て
地
域
住
民
や
消
防
組
織
等

と
連
携
し
情
報
収
集
・
伝
達
を

含
め
た
実
践
的
な
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
計
画
は
。

（
市
長
）
防
災
と
危
機
管

理
を
兼
務
の
課
長
が
務
め

て
い
た
が
、
県
警
か
ら
１
名
警

部
補
級
の
方
の
派
遣
を
い
た
だ

き
、
危
機
管
理
室
を
分
離
さ
せ

て
そ
の
方
を
中
心
に
危
機
管
理

計
画
を
構
築
し
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）
総
合
防
災

訓
練
は
、
新
年
度
中
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

障
害
者
へ
の
支
援
と
地
震
へ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
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新体制でスタートした危機管理室
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次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
中
で
児
童
ク
ラ
ブ

の
高
学
年
の
対
応
と
長
期
休
暇

の
対
応
。
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
明
科
・
堀
金
の

対
応
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
児
童
館
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
在
り
方
を
検
討

し
、
要
望
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
人
間
関
係

が
大
切
で
あ
り
、
信
頼
関
係
の

上
に
、
今
後
行
政
が
間
に
入
る

形
で
事
業
の
充
実
を
図
り
た

い
。（

健
康
福
祉
部
長
）
児
童

ク
ラ
ブ
の
高
学
年
の
対
応

は
人
数
の
関
係
で
す
べ
て
の
児

童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し

い
。
長
期
休
暇
の
対
応
は
指
導

員
の
確
保
も
あ
る
が
、
要
望
に

よ
り
地
域
で
検
討
し
た
い
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
明

科
・
堀
金
の
立
ち
上
げ
方
法

は
、
お
助
け
会
員
、
育
児
の
お

任
せ
、
お
願
い
す
る
会
員
の
募

集
な
ど
、
社
協
へ
委
託
す
る
。

昨
年
12
月
通
学
路
の
危

険
カ
所
調
査
は
市
全
体
で

322
カ
所
あ
る
そ
の
対
応
は
。

（
教
育
長
）
地
域
の
皆
様

に
は
通
学
時
間
に
合
わ
せ

た
日
常
生
活
を
組
み
込
ん
だ
防

犯
、
安
全
指
導
等
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。
通
学
路
の
変
更

は
難
し
い
。

（
総
務
部
長
）
各
学
校
前

の
登
校
時
の
交
通
規
制
は

公
安
委
員
会
と
協
議
検
討
す

る
。

豊
科
イ
ン
タ
ー
か
ら

国
営
公
園
ア
ク
セ
ス
線
の

見
通
し
は

合
併
協
定
書
の
中
に
都

市
計
画
道
路
整
備
事
業
は

県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
市

に
お
い
て
も
継
続
し
て
実
施
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
現
状
と
見

通
し
は
ど
う
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
平
成

７
年
に
都
市
計
画
決
定
さ

れ
８
・
８
d

県
事
業
で
整
備

が
始
め
ら
れ
、
平
成
15
年
県
か

ら
突
然
中
止
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。
安
曇
野
建
設
事
務
所
の
管

内
の
東
西
方
向
の
道
路
整
備
率

は
約
50
％
で
、
こ
の
公
園
線
は

幹
線
と
し
て
重
要
で
あ
り
事
業

の
再
開
を
要
請
し
て
い
き
た

い
。

国
民
健
康
保
険
税

値
上
げ
の
対
応
は

今
年
１
月
13
日
の
国
保

運
営
協
議
会
の
答
申
で
固

定
資
産
割
が
い
ま
ま
で
な
か
っ

た
堀
金
の
場
合
、
急
激
な
負
担

増
と
な
ら
な
い
か
。
ま
た
周
知

徹
底
は
。

（
市
民
課
長
）
18
年
度
市

で
約
１
億
３
千
万
円
の
歳

入
不
足
に
よ
り
税
率
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
堀
金
単
独

と
し
た
場
合
で
は
、
約
５
千
万

円
不
足
と
な
る
。
税
収
確
保
面

と
ほ
か
の
４
町
村
と
の
バ
ラ
ン

ス
か
ら
固
定
資
産
割
を
入
れ

た
。
個
々
の
相
談
に
応
じ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
理
解
の
た
め
説

明
会
を
行
い
周
知
徹
底
し
た

い
。

子
育
て
支
援
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、通
学
路
の
安
全
対
策
を
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桜
が
咲
き
、
地
下
水
条
例
で

守
ら
れ
る
安
曇
野
の
里
を
、

安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
に

「
光
城
山
」
か
ら
拾
ヶ

堰
烏
川
へ
黒
沢
川
、
新
堀

堰
な
ど
市
の
土
地
、
県
の
土
地

を
有
効
利
用
を
し
て
桜
や
柳
の

植
栽
を
し
て
新
安
曇
野
市
の
観

光
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

提
案
し
た
い
。

（
市
長
）
木
を
植
え
、
桜

植
え
る
こ
と
は
安
曇
野
市

に
と
っ
て
大
変
大
切
。
全
市
を

上
げ
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
が

発
展
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

国
民
健
康
保
険
で
17
％
Ｕ

Ｐ
の
堀
金
に
充
分
な
対
応

を
。（

市
民
課
長
）
７
割
５
割

２
割
軽
減
に
よ
り
市
全
体

で
３
億
２
千
万
円
の
軽
減
で
あ

る
が
、
地
域
に
出
向
き
説
明
を

行
う
。個
々
相
談
に
応
じ
た
い
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
産
婦
人
科
の

在
続
を
。
産
婦
人
科
医
師
確
保
、

院
内
助
産
、
財
政
支
援
は

①
市
で
の
産
婦
人
科
医

師
確
保
の
協
力
の
検
討
結

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
院
内
助
産
の
問
題
で
地
域
の

医
療
体
制
確
立
で
、
安
曇
野
日

赤
で
の
産
科
の
在
続
、
県
指
導

と
援
助
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

②
日
赤
に
安
曇
野
市
が
40
億
円

提
供
は
、
安
曇
野
市
の
基
幹
病

院
で
あ
り
市
民
病
院
的
日
赤
と

な
る
が
考
え
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
院
内

助
産
で
県
と
の
対
応
考
え

る
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
や
医
師
会
に
文
章
で
申
し

入
れ
し
た
。

（
企
画
財
政
部
長
）
赤
十

字
病
院
は
公
的
医
療
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
医
療
の
み
な
ら
ず
健
康
推

進
疫
病
予
防
な
ど
の
総
合
病
院

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
市
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
検
討
す

る
。

健
康
予
防
・
介
護
の
新
予
算
の

地
域
包
括
支
援
事
業
充
実
を

地
域
支
援
事
業
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保

険
新
予
防
給
付
、
介
護
保
険
の

介
護
給
付
に
な
る
。
充
分
な
位

置
付
け
と
現
実
的
な
取
り
組
み

を
。（

健
康
福
祉
部
長
）
総
合

相
談
支
援
事
業
、
地
域
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
、
高
齢

者
虐
待
防
止
、
早
期
発
見
権
利

擁
護
、
任
意
事
業
の
家
族
支
援

を
行
う
。自

主
防
災
（
区
、
隣
組

を
大
事
に
地
域
の
防
災

力
、
災
害
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
。

（
総
務
部
長
）
５
カ
町
村

の
地
域
防
災
計
画
の
上
に

安
曇
野
市
の
防
災
組
織
を
つ
く

り
積
極
的
に
あ
た
る
。

指
定
管
理
者
制
度
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
に

行
政
と
し
て
初
め
て
公

的
事
業
へ
の
市
場
原
理
の

導
入
に
な
る
。
間
違
っ
て
も
指

定
管
理
者
制
度
を
施
設
管
理
の

安
上
が
り
の
民
間
丸
投
げ
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
導
入

さ
れ
た
所
か
ら
雇
用
、
政
治
腐

敗
、
文
化
施
設
な
ど
サ
ー
ビ
ス

や
質
の
低
下
、
情
報
公
開
な
ど

懸
念
さ
れ
る
。

（
総
務
部
長
）
今
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
の

で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
、

余
計
経
費
が
か
か
っ
て
も
い
け

な
い
。
行
政
側
の
監
督
、
指
導
、

管
理
が
極
め
て
大
事
。
ま
た
公

尊
民
卑
で
は
い
け
な
い
。

桜
・
柳
並
木
の
つ
づ
く
安
曇
野
の
里
に

松
　
澤
　
好
　
哲

議
員
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堀金保育園の入園式


